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題目 質問 回答

優良会員の取り組み 弊社は出荷まで昼夜点灯ですが、消灯した時と
発育差はありますか？

消灯管理では①トリを落ち着かせる②暗期にトリを休ませる事で内臓
の発育を良くするといった事から、発育差は見られるので導入して
います。照度管理も行っており、体重が乗っている鶏群に対しては
少し暗めに、体重の乗りが悪い鶏群には少し明るめにコントロール
しております。

経験したことがありませんが、♂の配餌時間が
長すぎた場合、どういう対策を取ったらよろしい
ですか？

通常、オスはメスと比べて飼料を非常に速く食べるため、配餌時間が
長いと均一性の問題や状態不良に繋がる可能性があります。
先ずは目標体重を達成しているか（特に4週齢まで）、バラつきを引き
起こしていないかを確認し、問題があれば給餌スペースを適切に調整
したり、補助ホッパーを使用して配餌時間の短縮を行ったり、場合に
よっては体重別の部屋をさらに分けるなどの対策が必要となります。

4週齢までにマニュアル体重に到達することは
重要であるということですが、スターターを高カロ
リーの物に変えるというのはどう考えるか。現在
マニュアル通りに近い2,800kcalのスターターを
与えています。最近は標準体重に到達しないこ
とが多いです。

標準体重に到達しないのであれば、標準体重との差異がどの程度か、
食下量はどれくらいか、同じ飼料を使用している他の鶏群ではどうか、
疾病の問題はないか、環境に問題はないか等の飼養状況の確認を
優先的に行うべきです。飼養管理に不備が無い場合、スターターを
高MEのものに変更するというのも有効な手段だと考えられますが、
育成初期の体重を達成することが目的であれば、MEよりもCPレベルを
上げる方が効果に期待できると思われます。

外国はビークトリミングしないのか。

多くの国々でビークトリミングをされていないトリは見られ、農場レベル
で精密なビークトリミングを実施できる人は減っていっています。
「最新」ではありませんが、最近の技術として、赤外線レーザーによる
ビークトリミングがあります。

育成期の給餌プログラム、5-2給餌止まりで、6-
1給餌になるのも早いようです。4-3、スキップを
採用しているところも多いと思います。斉一性を
考えると、前者の方だと思いますが、鶏に与える
ストレス等を考えてのことでしょうか？

最適な給餌プログラムというのは農場設備や鶏群状況によって異なり
ます。育種改良が進み、近年の種鶏はわずかな食下量の差が体重の
差として現れる様になっています。斉一性を考慮した場合、全ての鶏の
食下量が均一になるように、飼料厚、配餌時間、給餌スペース等々を
適正にし、その上で、出来る限り多くの日（ストレスの観点からは毎日）
に給餌可能なプログラムが、その鶏群にとって最適だと考えられます。
そのため、毎日給餌から隔日給餌まで段階的なプログラムが存在し、
給餌日数を決定する際には、多少のストレスよりも鶏の肉体的・生理
学的な発達を重視すべきです。5-2給餌で止めているのは、配餌や食
下量が適正になっているからだと思われ、食下量にバラつきが見られ
るのであれば、4-3給餌によって餌量の嵩を増すことで、より均一な配
餌を目指すべきだと考えられます。

♂のフェイスカラーで、飼料不足やコンディション
と計るバロメーターの一つになるとのお話しで
したが、♀鶏においても同じようなことがいえる
でしょうか？

メスのフェイスカラーは飼料不足の兆候とすべきではありません。
メスのフェイスカラーが退色するのは生産期間中の正常な生理的
特長です。飼料不足の指標としては、体重、鶏体コンディション、
エッグマス、脂肪パッド、飼料のクリーンアップ時間などを用いるべき
です。

体測&フレッシング実施の目安として、群の何%
実施が理想か？→実施結果、小さい♂に対し、
別飼い給与量増量、大きい♂に対し、別飼ダイ
エットを実施した際、精巣の回復可能性はある
か？

体測の目安はオス羽数の10%以上です。フレッシングに関しては、
鶏舎内を歩くときはどんな時であっても忘れずに実施するべきです。
生産期間中、体重がモニターされているときは、毎週フレッシングの
スコアをつけて記録する必要があります。小さいオスに対しては、
コンディションの悪化が少なく、精巣が回復不可能なダメージを受けて
いなければ、追加の飼料を与えることでコンディションが良くなる場合も
あります。大きなオスに対しての摂食量の制限は効果がありません。
一度大きくなったオスは、大きいままでなければ、コンディションが悪化
していきます。大きいオスに対する最善の戦略は慎重に体重をサンプ
リングし、フレッシングをモニターすることと、大きくなった時期を判断
するために育成期間の飼育状況を調査することです。育成後期にオス
体重が大きくなりすぎた場合、飼料摂取量を減らすために飼料の配分
を変更するか、調整することを検討します。

種鶏のＣＰとアミノ酸の設計について、コマーシャ
ル鶏は有効アミノ酸の積み上げでＣＰは結果に
なるように組むとお話しありますが、種鶏はどの
ように考えるべきでしょうか？

基本的な考えについては、種鶏管理ハンドブックのセクション8、P135
の「タンパク質とアミノ酸」を参照してください。種鶏の場合、アミノ酸比
は使わず、鶏の各アミノ酸の摂取量を考えて設計する必要がありま
す。また、CPの摂取量がマニュアルを超えないようにするべきです
（レイヤーの産卵鶏に似た考え方です）。

ブロイラーの冬場管理

結局、温度と空気質どちらが大切ですか？
例えば、1時間の冷やし込みと、1時間の換気
不良(Co2濃度等)では、どちらが鶏に影響します
か？

どちらも大切です。ただし注意が必要なのは日齢によって異なると
思われます。例えば、前半(3週齢頃)までは換気不足に陥りにくく、
冷やし込みの影響が大きく出るかと思われます。また、後半であれば
鶏熱の産生量が増えるので、換気不良の影響が大きく出ると考えられ
ます。

その他 フィードショックは、クロストリジウム症が引き起こ
してませんか？

クロストリジウム症がフィードショックを引き起こしているという事例は他
に聞いておりません。また、育種元であるAviagen社の獣医師も聞いた
ことがないとの回答でした。
クロストリジウム症に罹ると消化管の運動が低下する為、摂取した
飼料が下部消化管にスムーズに運ばれにくくなります。その結果、
嗉嚢から胃に向かって飼料の流れが悪くなり、嗉嚢が膨満状態になる
ことにより呼吸運動が妨げられ、フィードショックを起こす可能性は否定
できません。
対応策としては、クロストリジウム症やフィードショックがいつも見られる
時期に、合成ペニシリン剤またはエクテシンの様なST合剤をプログラ
ム化して投与するのも一案かと考えられます。
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